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多
摩
区
内
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を

持
つ
専
修
大
学
・
明
治
大
学
・

日
本
女
子
大
学
の
３
大
学
の
学

生
に
よ
る
合
同
コ
ン
サ
ー
ト

「
多
摩
区
３
大
学
コ
ン
サ
ー

ト
」
（
主
催
∥
多
摩
区
・
３
大

学
連
携
協
議
会
）
が
１２
月
１２

日
、
川
崎
市
多
摩
市
民
館
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
た
。

阿
部
孝
夫
川
崎
市
長
の
あ
い

さ
つ
に
続
き
、
各
大
学
・
付
属

高
校
の
サ
ー
ク
ル
が
登
場
。
本

学
か
ら
は
筝
、
尺
八
、
三
味
線

を
中
心
と
し
た
和
楽
器
サ
ー
ク

ル
・
三
曲
研
究
会
（
伊
東
賢
志

代
表
・
文
２
）が
出
演
し
、「
晩

秋
三
景
」「
都
の
春
」「
ル
パ
ン

Ⅲ
世
」
の
３
曲
を
披
露
し
、
約

４
０
０
人
の
聴
衆
を
魅
了
し
た

∥
写
真
。

専
修
大
学
の
創
立
者
４
人

が
学
ん
だ
ハ
ー
バ
ー
ド
、
エ

ー
ル
、
ラ
ト
ガ
ー
ス
、
コ
ロ

ン
ビ
ア
の
４
大
学
を
訪
問
す

る
学
生
部
セ
ミ
ナ
ー
「
創
立

１
３
０
年
記
念
海
外
セ
ミ
ナ

ー
」（
３
月
７
～
１５
日
）
に
、

２１
人
の
参
加
が
決
ま
っ
た
。

参
加
者
た
ち
は
全
４
回
の

事
前
授
業
を
受
け
、
訪
問
の

準
備
を
整
え
る
。
１２
月
１２

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

か
れ
た
第
２
回
は
、
ア
メ
リ

カ
史
が
専
門
の
樋
口
映
美
文

学
部
教
授
が
、
創
立
者
た
ち

が
ア
メ
リ
カ
に
滞
在
し
た
こ

ろ（
１
８
７
０
年
代
）の
時
代

背
景
、
各
大
学
の
成
立
過
程

に
つ
い
て
解
説
∥
写
真
。
地

図
を
参
照
し
な
が
ら
、
４
人

の
足
跡
を
追
っ
た
。
「
当
時

は
技
術
、
産
業
が
急
速
に
成

長
し
、
現
代
の
基
礎
が
確
立

さ
れ
た
時
代
。
訪
問
す
る
大

学
や
街
の
歴
史
な
ど
知
識
を

得
た
う
え
で
、
有
意
義
な
セ

ミ
ナ
ー
に
し
て
ほ
し
い
」
と

話
し
た
。
ま
た
、
現
地
を
訪

れ
た
経
験
か
ら
、
お
ス
ス
メ

散
策
ポ
イ
ン
ト
を
伝
え
た
。

斎
藤
千
夏
さ
ん
（
経
済

１
）
は
「
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

に
挑
戦
し
た
い
と
考
え
、
そ

の
第
一
歩
と
し
て
セ
ミ
ナ
ー

へ
の
参
加
を
決
め
ま
し
た
。

普
通
の
ツ
ア
ー
と
は
異
な
る

経
験
が
で
き
る
と
期
待
し
て

い
ま
す
。
特
に
文
化
の
違
い

に
触
れ
て
み
た
い
で
す
」
と

抱
負
を
話
し
た
。

ほ
か
３
回
は
、
青
木
美
智

男
専
修
大
学
史
編
集
主
幹

（
元
文
学
部
教
授
）
が
、
本

学
の
歴
史
と
４
人
の
創
立
者

に
つ
い
て
講
義
を
展
開
。

体
育
会
各
部
が
地
域
貢
献
活

動
の
一
環
と
し
て
、
川
崎
市
教

育
委
員
会
と
の
連
携
事
業
と
し

て
行
っ
て
い
る
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ

Ｄ

Ａ
Ｙ

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｅ
」

の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
企
画
が
１２
月

２３
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

か
れ
、
多
摩
区
、
麻
生
区
の
中

学
生
選
手
約
４０
人
が
専
大
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
部
の
選
手
か
ら
終

日
、
ス
ピ
ー
ド
、
パ
ワ
ー
、
テ

ク
ニ
ッ
ク
を
学
ん
だ
。

廣
山

雄
大
さ
ん（
商
）

サ
ッ
カ
ー
部
の
先
輩
か
ら
、
就
職
活
動

の
流
れ
に
つ
い
て
話
を
聞
い
て
い
た
の

で
、
自
分
の
中
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て

て
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
０
Ｂ
訪
問
は
１２

月
ま
で
に
終
え
、
１
月
は
朝
練
を
終
え
て

か
ら
、
授
業
と
試
験
の

日
以
外
は
、
ほ
ぼ
毎
日

説
明
会
に
参
加
し
て
い

ま
し
た
。
大
変
だ
っ
た

の
は
、
一
般
常
識
対
策

で
す
。
１１
月
に
受
け
た

試
験
で
、
あ
ま
り
結
果

が
よ
く
な
く
て
…
…
。

そ
こ
で
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
た
の
で
、
早
め
に
準

備
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
先
輩
か

ら
は
、
「
就
職
課
に
相

談
に
行
く
と
い
い
よ
」

と
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
、
エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト
の
書
き
方
の
指
導
や
自
己
分
析
を

聞
い
て
も
ら
う
な
ど
、
よ
く
相
談
に
乗
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第
三
者
に
話
を
聞

い
て
も
ら
う
こ
と
は
、
自
分
の
活
動
の
方

向
性
を
確
認
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

長
島

康
子
さ
ん（
文
）

エ
ン
ト
リ
ー
と
筆
記
試
験
対
策
と
自
己

分
析
に
徹
し
て
い
ま
し
た
。
就
職
課
主
催

の
業
界
・
企
業
研
究
講
座
で
、
い
ま
ま
で

知
ら
な
か
っ
た
企
業
に
つ
い
て
情
報
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
金
融
業
界
に
し

ぼ
り
ま
し
た
が
、
筆
記

試
験
の
レ
ベ
ル
が
高
い

と
就
職
課
の
方
か
ら
聞

い
て
い
た
の
で
、
ま
ず

は
そ
こ
を
ク
リ
ア
し
よ

う
と
取
り
組
み
ま
し

た
。
自
己
分
析
で
は
、

ノ
ー
ト
１
冊
を
使
っ
て

「
や
っ
て
き
た
こ
と
、

頑
張
っ
て
き
た
こ
と
」

を
書
き
出
し
て
み
ま
し

た
。
自
分
で
は
、
あ
ま

り
積
極
的
で
な
い
タ
イ

プ
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
意
外
に
積
極
的
な
行
動
を
し
て
き

た
こ
と
に
気
づ
き
、
そ
れ
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
こ
う
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

後
半
は
、
第
一
志
望
群
へ
の
準
備
期
間
と

し
て
、
各
種
の
説
明
会
に
参
加
し
て
い
ま

し
た
。

第
４４
回
体
育
祭
（
体
育
会
本
部
主

催
）
が
１２
月
１２
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
さ
れ
、
１２
チ
ー
ム
１
０
６
人
が

し
ん
ぼ
く

参
加
し
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
親
睦

を
深
め
た
∥
写
真
。
決
勝
戦
は
延
長
戦

に
も
つ
れ
込
む
、
一
進
一
退
の
好
ゲ
ー

ム
と
な
り
、
４０
―
３８
で
「
Ｔ
Ａ
Ｐ
」
が

優
勝
を
果
た
し
た
。
２
位
は
「
Ｒ
Ｕ
Ｓ

Ｈ
」、
３
位
は
「
Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｏ
Ｗ
Ｓ
」、
４

位
は
「
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｅ
Ｒ
」。

こ
れ
ま
で
は
４
月
・
５
月
が

履
修
相
談
や
、
不
本
意
入
学
の

悩
み
な
ど
で
新
規
来
談
者
の
ピ

ー
ク
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
年

は
相
談
数
が
多
い
状
態
が
続
い

て
お
り
、
私
の
担
当
件
数
だ
け

で
も
、
昨
年
よ
り
１
０
０
件
増

加
し
て
い
ま
す
。
内
容
に
応
じ

て
、
教
務
課
や
就
職
課
、
保
健

室
に
つ
な
い
だ
り
、
学
外
諸
機

関
と
連
携
す
る
な
ど
、
相
談
室

だ
け
で
対
応
し
き
れ
な
い
こ
と

で
も
、
解
決
策
を
一
緒
に
見
つ

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も

「
相
談
室
に
行
け
ば
何
と
か
な

る
か
も
」
と
利
用
し
て
く
れ
れ

ば
、
う
れ
し
い
で
す
ね
。
先
生

方
か
ら
の
紹
介
も
あ
り
、
大
学

全
体
で
学
生
を
見
守
る
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
機
能

が
で
き
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

春
と
秋
の
テ
ィ
ー
ア
ワ
ー

は
、
相
談
室
の
存
在
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
と
、
先
生
方
と
身

近
に
接
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
リ
ピ

ー
タ
ー
も
増
え
て
き
て
お
り
、

相
談
室
の
定
番
企
画
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
主
に
夏
期
休
暇

に
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、

「
よ
り
良
い
人
間
関
係
を
築
く

に
は
、
理
論
プ
ラ
ス
体
験
が
必

要
」
と
い
う
観
点
で
企
画
し
て

い
ま
す
。
普
段
、
学
生
と
接
し

て
い
て
感
じ
る
こ
と
は
、
皆
、

人
と
話
す
こ
と
を
望
ん
で
い
る

と
い
う
こ
と
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は
、
安
全
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

き
る
環
境
を
整
え
て
い
る
の

で
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

は
楽
し
い
！
」
と
い
う
こ
と
を

体
験
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

生
田
の
相
談
室
は
、
今
後
移

転
す
る
予
定
で
す
。
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
機
能
が
充
実

し
ま
す
の
で
、
よ
り
多
く
の
学

生
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

相
手
に
「
自
分
」
を
分
か
っ
て

も
ら
う
に
は
、
「
自
分
自
身
」
を

知
る
こ
と
が
大
切
。
個
性
を
生
か

し
、
自
分
を
よ
り
魅
力
的
に
見
せ

る
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
」
を
見

つ
け
る
セ
ミ
ナ
ー
が
１２
月
１８
日
、

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
、
約

２８
人
が
参
加
し
た
。

カ
ラ
リ
ス
ト
の
古
田
淳
子
さ
ん

ら
が
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の

基
本
・
応
用
と
５０
色
以
上
の
ド
レ

ー
プ
を
使
っ
て
参
加
者
一
人
ひ
と

り
に
最
も
似
合
う
カ
ラ
ー
を
ア
ド

バ
イ
ス
∥
写
真
。

３
回
目
の
参
加
と
い
う
星
野
絵

里
さ
ん
（
文
３
）
は
、
「
趣
味
の

絵
画
や
、
洋
服
選
び
に
も
役
立
ち

そ
う
で
す
」
、
リ
ク
ル
ー
ト
ス
ー

ツ
で
参
加
の
高
橋
裕
さ
ん
（
商

３
）
は
、
「
面
接
で
は
第
一
印
象

が
決
め
手
と
な
る
の
で
、
自
信
を

持
っ
て
臨
め
ま
す
」
と
話
し
た
。

学
生
相
談
室
で
は
、
毎
年
夏

期
休
暇
中
に
、
３
つ
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
る

（
写
真
は
昨
年
９
月
に
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
「
よ
り

よ
い
自
己
表
現
を
学
ぶ
」
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
）。

講
義
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に

よ
り
、
多
く
の
気
づ
き
が
得
ら

れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
そ
れ

ぞ
れ
の
感
想
を
紹
介
し
よ
う
。


コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仕

方
を
学
ぶ


・
話
を
す
る
う
ち
に
不
安
が
な

く
な
っ
た
。
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
は
、
本

来
楽
し
い
も
の
な
の
だ
と
感
じ

た
。

・
内
容
が
濃
く
疲
れ
た
が
、
自

分
の
良
さ
を
発
見
で
き
た
気
が

す
る
。


よ
り
良
い
自
己
表
現
を
学
ぶ

―
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン

グ


・
人
の
話
を
聞
き
、
自
分
の
考

え
を
主
張
す
る
こ
と
で
、
新
た

な
発
見
が
あ
っ
た
。

・
控
え
目
な
方
が
礼
儀
が
あ
る

と
思
っ
て
い
た
が
、
自
分
の
意

見
は
積
極
的
に
表
現
し
た
方
が

い
い
と
分
か
っ
た
。


エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
・
グ
ル
ー

プ


・
悩
み
を
話
し
、
人
か
ら
助
言

を
も
ら
っ
て
、
自
分
だ
け
で
は

思
い
つ
け
な
い
考
え
に
気
づ
く

こ
と
が
で
き
た
。
ど
ん
な
人
で

も
悩
み
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
、
気
持
ち
が
楽
に
な
っ

た
。

学
生
相
談
室
（
以
下
、
相
談
室
）
は
、
学
業
・
進
路
、
友
人
関
係
の
悩
み
や
精
神
的
な
問

題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
て
く
れ
る
、
頼
も
し
い
味
方
だ
。
「
相
談
室
を
気
軽
に

利
用
し
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
よ
り
充
実
し
た
も
の
に
し
て
ほ
し
い
」
と
話
す
金
子
玲

子
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
最
近
の
利
用
状
況
を
聞
い
て
み
た
。

多摩・麻生区の中学生にスピード、テクニックを伝授

「バスケ」で親睦

三
曲
研
究
会
（

）が

「
晩
秋
三
景
」な
ど
披
露

和

楽

器

サ
ー
ク
ル

学

生

相

談

室

専修大学体育会地域貢献活動ーバドミントン企画

体 育 祭

―
上
手
な
活
用
法
―

キャンパスライフ充実のカギに

第４４回

１２チームが

３
つ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

創立者が学んだ米４大学訪問

創
立
１
３
０
年
記
念
海
外
セ
ミ
ナ
ー

参加学生に事前授業

▲ １２月に神田・生田両キャンパスで行われた学内

ＯＢ・ＯＧ訪問には、約６５０人の３年次生が参

加。先輩たちの熱いアドバイスに耳を傾けた

パパ
ーー
ソソ
ナナ
ルル
カカ
ララ
ーー
をを
見見
つつ
けけ
よよ
うう

「自分」を知るために

（１０）２０１０年（平成２２年）１月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第４７２号


